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事務局からのお知らせ 

 

1. 行事報告 

 

■FC EXPO2008「第 4回国際水素燃料電池展」 

共催。平成20年 2月 27（水）～29（金）日。東京ビ

ッグサイト西展示場にて開催。HESS専用ブースを設

置した。来場者数24,000名以上 

■第 123回定例研究会 

平成 20年 3月 4日（火）13：00～15：45。 

タワーホール船堀小ホールにて開催。参加者数67名

（HESS会員 60名、非会員7名）。講演は、「固体

高分子形燃料電池の非白金酸素還元触媒の研究開発

動向」と題して横浜国立大学 石原顕光氏、「太陽光

水素製造を目指した光触媒水分解研究の現状と展望」

と題して北海道大学触媒研究センター 阿倍竜氏によ

ってなされた。また、風力水素研究会準備会から「パ

タゴニア風力水素開発について」報告がなされた。講

演予稿は、資料として本誌に掲載。 

■平成 20-21年度役員および評議員選挙 

本会会則13条 1項、17条 2項により、平成20、21

年度役員ならびに評議員選挙。投票用紙を配布した。 

 

2. 行事予定 

 

■平成 20年度総会・特別講演会（第 124回定例研究会） 

 平成 20年 5月 8日（木）。 

タワーホール船堀 5階大ホール。 

 総会 14：15～14：50 

 講演会15：00～17：40 

 ・水素教育部会 

（日本大学 西宮伸幸 氏） 

・家庭用燃料電池の大規模実証試験について 

  （新日本石油株式会社） 

・Cool Earthの概要と水素との関係について 

  （財団法人エネルギー総合工学研究所 坂田興 氏）  

意見交換会18：00～20：00   

■第 125回定例研究会 

 平成 20年 7月 8日（火）午後。 

 横浜市神奈川区民文化センター。 

■第 28回水素エネルギー協会大会 

平成 20年 12月 11日（木）～12日（金）。 

 タワーホール船堀 5階小ホール。 

◆協賛・後援等行事、国際会議情報 

・NEDO「平成 20年度新エネルギーベンチャー技術革

新事業」の公募。 締切4月14日。 

・公益信託「ENEOS水素基金」 平成20年度研究助

成金公募。締切4月 25日必着。 

・FC EXPO2009「第 5回国際水素燃料電池展」 

平成 21年 2月 25（水）～27（金）日。東京ビッグサ

イト 

そのほか情報などホームページに随時掲載しています。 

水素エネルギー協会Web： http://www.hess.jp 

 

3. 入退会 

（平成 19年 12月 16日～平成 20年 3月 15日） 

 

（1）新入会員 

団体会員：株式会社テクノバ（丸田 昭輝） 

個人会員：多鹿 功豊（エアー・プロダクツ 

ジャパン株式会社） 

（2）退会会員 

個人会員：小島 修一、寺村 謙太郎、大角 泰章、

田中 良平、川嶋 繁男。 

（3）登録抹消 

個人会員：森昌久。 

学生会員：寺嶋千博。 

（4）現在会員数 

（上記新入会員、退会会員、登録抹消者含む） 

・団体会員： 62社 

・個人会員：187名（休会 1名含む） 

・学生会員：  4名 

 

          

連絡先： 

水素エネルギー協会事務局 

横浜国立大学 教育人間科学部内 

担 当： 

谷 生
たにしょう

 重晴、光島 重徳、米富 美登代 

FAX：045-339-4020 

E-mail：secretary@hess.jp  

Web：http://www.hess.jp 
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